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各種行事・訓練

職場の豆知識

「 由 来 」 著：Ｃ・ジョシュア

第３師団隊員紹介コーナー

大津音楽フェスティバル２０２３

師団集合教育「レンジャー」

方面隊野戦特科部隊合同訓練

ヘリボン訓練

兵庫県・丹波地域合同防災訓練

今津駐屯地創立７１周年記念行事

師団戦士

我が部隊の新戦力

一隅を照らす

私の大切な物

第３師団の慰霊碑を巡る旅

表紙写真：大津音楽フェスティバル２０２３

信太山駐屯地「野砲兵第四聯隊碑」
「馬魂碑」

姫路駐屯地 「殉職隊員慰霊碑」

師団巡回演奏会 大津音楽フェスティバル２０２３

～地域と共に～



１ ３ 師 団 だ よ り 第１７０号 令和５年（２０２３年） ９月

師
団
は
、
９
月
16
日
（
土
）
、
大
津
市
民
会
館
（
滋
賀
県
大
津
市
）
に

お
い
て
、
「
大
津
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」
を
開
催
し
た
。

演
奏
会
は
２
部
構
成
か
ら
な
り
、
第
３
音
楽
隊
長
（
今
井
１
尉
）
の
指

揮
の
下
、
第
１
部
で
は
、
国
歌
「
君
が
代
」
に
続
き
、
映
画
や
ア
ニ
メ
の

Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
リ
ュ
ー
ト
」
、
行
進
曲

「
ラ
イ
フ
ル
連
隊
」
の
３
曲
を
含
む
５
曲
を
演
奏
し
た
。

第
２
部
で
は
、
師
団
集
成
ら
っ
ぱ
隊
に
よ
る
信
号
ら
っ
ぱ
の
演
奏
か
ら

始
ま
り
、
自
衛
隊
歌
「
こ
の
国
は
」
、
世
界
的
大
ヒ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
「
ス
ー

パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
の
挿
入
歌
な
ど
を
演
奏
し
、
幅
広
い
客
層
を

魅
了
し
た
。
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
で
は
、
ホ
ル
ン
の
高
い
演
奏

技
術
を
披
露
し
た
滋
賀
県
出
身
の
谷
口
士
長
に
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
た
。

演
奏
会
の
中
盤
に
は
、
「
地
域
と
共
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
滋
賀
県
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
お
つ
光
ル
く
ん
」
が
登
場
し
、
愛
ら
し
い
し
ぐ
さ
に

会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
、
大
津
市
に
所
在
す
る
比
叡
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
委
員
会
と
の
合

同
演
奏
も
行
わ
れ
、
ア
ニ
メ
が
実
写
化
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
「
リ
ト

ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
メ
ド
レ
ー
」
を
映
画
の
世
界
観
た
っ
ぷ
り
に
演
奏
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
出
演
者
と
来
場
者
が
共
に
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

を
歌
い
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
応

え
た
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
歌
と
ダ
ン
ス
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
、
約
２
時
間
に
わ
た
る
演
奏
会
は
盛
会
に
幕
を
閉
じ
た
。

「琵琶湖周航の歌」を歌う出演者と来場者

学生とのコラボ演奏

終了後の記念撮影

師団集成らっぱ隊による演奏

出演者全員でフィナーレ♪

「ホルン」ソロ演奏(谷口士長)



２ ３ 師 団 だ よ り 第１７０号 令和５年（２０２３年） ９月

第
７
普
通
科
連
隊
（
福
知
山
）
及
び
第
37
普
通
科
連
隊
（
信
太
山
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
任

部
隊
と
な
り
、
８
月
下
旬
か
ら
、
師
団
集
合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
実
施
中
で
あ
る
。

集
合
教
育
は
、
厳
し
い
素
養
試
験
を
合
格
し
た
隊
員
が
参
加
し
、
全
員
が
最
後
ま
で
脱
落
す

る
こ
と
な
く
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

基
礎
訓
練
は
、
体
力
調
整
（
体
力
向
上
運
動
）
や
各
種
潜
入
訓
練
を
実
施
し
、
基
礎
訓
練
終
了

後
、
よ
り
練
度
の
高
い
行
動
訓
練
へ
と
移
行
す
る
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生
は
、
今
後
待
ち
受
け
る
い

く
つ
も
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
輝
く
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
を
身
に
付
け
る
た
め
、
力
強
い
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

体力調整（かがみ跳躍）

第
３
特
科
隊
（
姫
路
）
は
、
８
月
下
旬
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
中

部
方
面
管
内
の
全
特
科
部
隊
が
集
結
す
る
、
「
方
面
隊
野
戦
特
科
部
隊
合
同

訓
練
」
に
参
加
し
た
。

訓
練
で
は
、
迅
速
な
射
撃
準
備
、
正
確
な
射
撃
を
演
練
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
隊
が
練
度
を
競
い
合
っ
た
。
ま
た
、
部
隊
間
に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
、

実
弾
射
撃
能
力
及
び
観
測
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

射撃準備

弾薬装填

体力調整（腕立て伏せ）

レンジャー呼称をしながらの持続走

ボートを使用した訓練

綱登降（つなとこう）

ロープを使用した訓練

実弾射撃

弾着地を監視する観測手



３ ３ 師 団 だ よ り 第１７０号 令和５年（２０２３年） ９月

第
36
普
通
科
連
隊
及

び
第
37
普
通
科
連
隊
は
、

そ
れ
ぞ
れ
９
月
中
旬
、

ヘ
リ
ボ
ン
訓
練
を
実
施

し
た
。

訓
練
は
、
普
通
科
部

隊
と
航
空
科
部
隊
と
の

諸
職
種
協
同
に
必
要
な

調
整
能
力
及
び
普
通
科

部
隊
と
し
て
必
要
な
空

中
機
動
に
係
る
練
度
向

上
を
目
的
に
実
施
し
た
。

市
街
地
を
想
定
し
た

建
物
屋
上
へ
の
降
下
や
、

降
着
後
の
行
動
を
演
練

し
、
部
隊
の
能
力
向
上

を
図
っ
た
。

今
津
駐
屯
地
（
司
令

足
立
１
佐
）
は
、
９
月
３
日
（
日
）
、

「
今
津
駐
屯
地
創
立
71
周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し
た
。
記

念
行
事
で
は
、
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

訓
練
展
示
で
は
、
３
月
の
部
隊
新
編
に
よ
り
新
た
に
装
備

さ
れ
た
、
第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
の
16
式
機
動
戦
闘
車
（
通
称

Ｍ
Ｃ
Ｖ
）
や
、
オ
ー
ト
バ
イ
が
颯
爽
と
登
場
し
、
迫
力
あ
る

訓
練
展
示
を
披
露
し
て
部
隊
の
精
強
性
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

観閲式（巡閲）

地上での予行・空中機動（第３７普通科連隊）

建物屋上へ降下しての戦闘展開（第３６普通科連隊）

土砂の除去（人命救助）

第
３
特
科
隊
本
部
管
理
中

隊
（
中
隊
長

岩
崎
１
尉
）

は
、
９
月
３
日
（
日
）
、

「
兵
庫
県
・
丹
波
地
域
合
同

防
災
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

訓
練
は
、
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど

大
規
模
な
災
害
を
想
定
し
て

行
わ
れ
、
約
60
の
関
係
機
関

（
約
８
０
０
名
）
が
参
加
し

た
。
自
衛
隊
は
、
偵
察
用
オ

ー
ト
バ
イ
に
よ
る
災
害
状
況

の
偵
察
、
行
方
不
明
者
の
捜

索
・
救
助
訓
練
を
実
施
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
た
。

来場者へのファンサービスオートバイドリル

訓練展示

消防との調整偵察用オートバイによる偵察

命令下達負傷者の救助

ヘリボン降着後の行動（第３７普通科連隊）



第
３
飛
行
隊
整
備
班
に
所
属
す
る
室
井

颯
（
む
ろ
い

は
や
と
）
３
曹
を
紹
介
し
ま

す
。室

井
３
曹
は
、
令
和
元
年
に
第
３
飛
行
隊

に
配
置
さ
れ
、
令
和
４
年
に
３
等
陸
曹
へ
と

昇
任
し
ま
し
た
。
現
在
は
整
備
班
の
航
空
機

整
備
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

航
空
機
整
備
陸
曹
と
し
て
、｢

Ｕ
Ｈ
１
Ｊ
」

と
い
う
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
整
備
し
、
第
３
飛

行
隊
が
保
有
す
る
航
空
機
の
安
全
飛
行
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
陸
曹
教
育
隊
の
支
援
助

教
と
し
て
勤
務
し
、
将
来
有
望
な
候
補
生
の

育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
教

育
を
通
じ
て
陸
曹
と
し
て
必
要
な
資
質
を
養

い
、
現
在
は
、
陸
曹
候
補
生
試
験
合
格
を
目

指
す
陸
士
た
ち
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
室
井
３
曹
は
、
業
務
の
効
率
化
を

図
り
、
趣
味
の
時
間
を
作
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

趣
味
は
野
球
観
戦
で
、
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ

ア
問
わ
ず
現
地
ま
で
出
向
い
て
観
戦
し
て
い

ま
す
。

業
務
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
日
々
反
省
日
々
成
長
し
て
前
に
進
ん
で

い
く
室
井
３
曹
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

第３高射特科大隊
本部管理中隊

１等陸士 金澤 慶

第
３
通
信
大
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す
る
前

野

裕
紀
（
ま
え
の

ゆ
う
き
）
３
曹
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
教
育
隊
入
校
時
期
は
。

Ａ

奈
良
県
出
身
、
第
１
４
２
期
・
令
和
５

年
１
月
入
校
で
す
。

【
陸
曹
教
育
隊
入
校
間
に
つ
い
て
】

Ｑ

教
育
を
通
じ
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

予
行
の
重
要
性
で
す
。
歩
哨
・
外
哨
の

訓
練
で
分
隊
長
を
実
施
し
た
際
に
、
予
行

不
足
で
、
ま
と
ま
り
の
な
い
訓
練
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

入
校
間
を
通
じ
、
部
隊
を
指
揮
す
る
こ

と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
状
況
判
断
の
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

知
識
・
技
能
を
磨
い
て
部
隊
の
戦
力
に

な
り
た
い
と
以
前
よ
り
も
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
候
補
生
の
時
に
部
隊
の
先
輩
隊
員

の
方
々
に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
今
度
は
私
が
後
輩
育
成
と
い
う
形
で

部
隊
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
に
合
格
で
き
る

よ
う
に
、
精
一
杯
挑
み
続
け
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１７０号 令和５年（２０２３年） ９月

第３飛行隊整備班

３等陸曹 室井 颯

第３通信大隊第２中隊

３等陸曹 前野 裕紀
３

第３後方支援連隊輸送隊

今回は、第３後方支援連隊輸送隊の山口 真千（やまぐち まち）士長から思い出の一品を紹
介してもらいます。
私の大事にしている一品は、「ダンプポーチ」です。これは、新隊員の前期教育時に班長から

頂いたもので、教育修了時に班員みんなにプレゼントして下さいました。ひとつひとつに班員の
名前と班長の要望事項である「強くなれ」という言葉が刺繡されています。自衛隊への道は自分
で決めて入隊したのですが、入隊当初は知り合いが居らず、今までとは違う生活環境でこのまま
続けていけるのかとても不安でした。班長とは会話や対話帳を通じて様々な悩みを聞いていただ
き、とても励みになったことを覚えています。
訓練に行く際は、必ずお守り代わりとしてこのポーチを身に着けています。勤務で上手くいか

なかったり、まだまだ至らない部分が多いですが、新隊員前期教育で教わったことを含め、初心
を忘れず、少しずつ前を向いて強くなり、班長のような素敵な陸曹になれるように頑張ります。陸士長山口 真千

第
３
高
射
特
科
大
隊
本
部
管
理
中
隊
通
信
小

隊
に
所
属
す
る
金
澤

慶
（
か
な
ざ
わ

け

い
）
１
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
時
期
は
。

Ａ

姫
路
市
出
身
、
令
和
４
年
４
月
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

小
さ
い
頃
か
ら
人
を
助
け
た
り
、
誰
か
の

た
め
に
な
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

前
期
・
後
期
教
育
で
た
く
さ
ん
の
同
期
と

出
会
い
、
き
つ
い
訓
練
を
み
ん
な
で
耐
え
抜

い
た
事
で
す
。
淡
路
島
で
の
徒
歩
行
進
訓
練

が
特
に
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

通
信
訓
練
等
で
無
線
手
や
信
務
手
を
経
験

し
、
相
手
と
の
通
信
が
上
手
く
と
れ
た
時
に

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

通
信
手
と
し
て
の
経
験
が
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、
知
識
・
技
能
と
も
に
覚
え
る
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
し
て
い
る
先
輩
は
。

Ａ

先
輩
方
全
員
で
す
！

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
。

Ａ

明
る
く
優
し
い
先
輩
と
毎
日
楽
し
く
生
活

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
に
合
格
し
、
陸
曹

に
な
る
こ
と
で
す
！

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

ま
だ
入
隊
し
て
２
年
目
で
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
す
が
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
、
９
月
14
日
、
18
年
ぶ
り

６
回
目
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を

果
た
し
、
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
ま

し
た
。
街
を
歩
け
ば
、
あ
ち
こ

ち
に
優
勝
を
祝
う
垂
れ
幕
等
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
虎
マ
ー

ク
は
、
子
供
の
頃
か
ら
見
慣
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
由
来
が

何
な
の
か
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
虎
マ
ー
ク
は
、
大
阪
城
の

天
守
閣
外
壁
に
あ
る
虎
の
レ
リ
ー
フ
が
由
来
で
あ

り
、
約
80
年
前
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
が
い
ま

だ
に
使
用
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
が
見

慣
れ
て
い
る
第
３
師
団

の
部
隊
章
の
由
来
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
警
察
予
備
隊
の

第
３
管
区
隊
の
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
の
馬
印
で
あ
る
千
成
瓢
箪
で
３
の
数
字

を
表
現
し
て
お
り
、
青
色
は
、
琵
琶
湖
・
淀
川
水

系
を
、
黄
色
は
、
畿
内
・
湖
東
平
野
の
稲
穂
の
色

を
表
し
て
い
ま
す
。
近
畿
２
府
４
県
の
防
衛
・
警

備
を
担
任
す
る
第
３
師
団
の

特
色
と
地
域
と
共
に
あ
る
師

団
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

５ ３ 師 団 だ よ り 第１７０号 令和５年（２０２３年） ９月

マメ

著
：
Ｃ
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア

「

由

来

」

第３師団部隊章

千成瓢箪

【
野
砲
兵
第
四
聯
隊
碑
に
つ
い
て
】

野
砲
兵
第
四
聯
隊
碑
は
、
西
南
の
役
、
日
清
・
日

露
戦
争
、
支
那
事
変
及
び
大
東
亜
戦
争
に
出
征
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
35
年
、
砲
四
会
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
命
を
懸

け
て
戦
っ
た
先
人
を
偲
び
、
毎
年
隊
員
に
よ
る
献
花
、

慰
霊
行
事
を
行
い
、
駐
屯
地
の
聖
地
と
し
て
大
切
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
馬
魂
碑
に
つ
い
て
】

馬
魂
碑
は
、
野
砲
兵
第
四
聯
隊
で
38
式
野
砲
を
け

ん
引
し
て
い
た
馬
の
魂
を
鎮
め
る
慰
霊
碑
で
す
。

昭
和
19
年
４
月
７
日
、
陸
軍
の
中
部
第
二
十
七
部

隊
（
野
砲
兵
第
四
聯
隊
留
守
担
当
部
隊
）
の
時
代
に

は
、
砲
四
会
の
要
望
に
よ
り
、
本
部
隊
舎
前
に
据
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
10
年
に
展
示
さ
れ
て

い
る
、
38
式
野
砲
の
側
方
に
移
設
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

【野砲兵第四聯隊碑】

信
太
山
駐
屯
地

【馬魂碑】
～
先
人
た
ち
に
想
い
を
馳
せ
て
～

秋
に
な
る
と
全
国
の
駐
屯
地
等
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

先
月
号
に
引
き
続
い
て
、
今
回
は
、
「
信
太
山
駐
屯
地
」
と
「
姫
路
駐
屯
地
」
の

慰
霊
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

□１面
・師団追悼式
・師団集合教育｢レンジャー｣

□２面
新隊員特技課程修了式

□３面
・陸士特技課程「偵察」

・中部方面隊創立記念行事
□４面
・近畿の守り人

・３Ｄガイズ （第３特科隊）

・ただ今奮闘中 （第７普通科連隊）

・趣味あり〼 （第３後方支援連隊）

□５面
・みんなの架け橋(京都地本)

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Ｘ
(旧Twitter)

３師団ＳＮＳ【ＱＲコード】

【次号掲載記事（予定）】

Instagram Facebook

【殉職隊員慰霊碑】

姫
路
駐
屯
地

【
殉
職
隊
員
慰
霊
碑
に
つ
い
て
】

姫
路
駐
屯
地
に
鎮
座
す
る
殉
職
隊
員
慰
霊
碑
は
、

昭
和
45
年
、
自
衛
隊
創
設
20
周
年
と
時
を
同
じ
く
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
慰
霊
碑
は
、
昭
和
25
年
以
降
の
陸
・
海
・
空
自

衛
隊
の
兵
庫
県
内
の
部
隊
及
び
兵
庫
県
出
身
隊
員
の

殉
職
者
慰
霊
碑
と
し
て
、
そ
の
純
粋
な
愛
国
心
と
偉

業
を
末
永
く
顕
彰
し
、
若
人
の
精
神
の
拠
り
ど
こ
ろ

と
し
て
、
大
切
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

慰
霊
碑
の
題
字
に
は
、
元
防
衛
庁
長
官
、
中
曽
根

康
弘
氏
に
よ
る
直
筆
揮
毫
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

フェイスブックに不具合があり、
新規にアカウントを開設し直しました！
新規フェイスブックのフォローをお願いします。

のＱＲコードを読み込んで、第３師団の

ＳＮＳをフォローしよう♪


